
十
月
四
日
水
曜
日

美
術
學
校
瓶
立
二
十
三
年
目
の
紀
念
日
な
り

新
講
堂
に
於
て
紀
念
會
を
開
く
余
か
式
辟
の
後
に
近
こ
ろ
南
洋
ボ
ル
ネ
オ

よ
り
蹄
朝
せ
る
朝
倉
文
夫
将
来
物
を
示
し
て
旅
行
談
を
な
す
ベ
ル
ナ
イ
土

人
の
銅
器
各
種
は
其
雅
趣
云
ふ
へ
か
ら
さ
る
も
の
あ
り
其
製
作
も
亦
薄
手

（
熊
田
司
著
）
が
あ
る
。

雨

遺
作
を
展
示
し
た
（
『
青
木
繁

・
坂
本
繁
二
郎
と
そ
の
友
』
竹
藤
寛
。
昭
和
六
十
一
年
。

福
岡
ュ
ネ
ス
コ
協
会
。
ほ
か
）
。

こ
の
年
の
秋
に
は
斉
藤
与
里
、
萬
鉄
五
郎
ら
の

フ
ュ
ー
ザ
ソ
会
と
川
路
柳
虹
、
伊
藤
順
三
ら
の
行
樹
社
が
と
も
に
第
一
回
展
を

開
い
て
お
り
、
そ
の
両
方
の
メ
ン
バ
ー
が
こ
の
「
ア
プ
サ
ン
ト
洋
画
展
」
に
出

品
し
た
よ
う
だ
。
そ
の
後
の
消
息
は
不
明
で
あ
る
。

な
お
、
ア
ブ
サ
ン
ト
同
人
た
ち
が
発
行
を
計
画
し
て
い
た
と
い
う
『
卓
上
』

(507
頁
『
読
売
新
聞
』
記
事
参
照
。）
に
つ
い
て
言
う
と
、
こ
れ
と
同
名
の
雑
誌
を
美

術
店
田
中
屋
の
田
中
喜
作
と
川
路
柳
虹
が
大
正
三
年
四
月
か
ら
約
一
年
間
発
行

し
て
い
る
。
そ
の
問
に
何
ら
か
の
関
連
が
あ
り
そ
う
だ
。
田
中
ら
の
『
卓
上
』

は
毎
号
富
本
憲
吉
の
木
版
画
を
表
紙
に
用
い
、
田
中
、
川
路
、
梅
原
龍
三
郎
、

斉
藤
与
里
、
岸
田
劉
生
、
石
井
柏
亭
と
い
っ
た
新
進
批
評
家
、
作
家
た
ち
が
執

筆
し
て
い
る
注
目
す
べ
ぎ
小
美
術
雑
誌
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
復
刻
版

『
卓
上
』
（
平
成
二
年
。
京
都
書
院
）
の
別
冊
「
解
説

・
総
目
次
」
に
懇
切
な
解
説

⑮

創
立
記
念
式
と
朝
倉
文
夫
の
講
話

明
治
四
十
四
年
十
月
四
日
、
新
築
講
堂
で
恒
例
の
創
立
記
念
式
が
行
わ
れ
、

朝
倉
文
夫
の
南
洋
見
聞
談
講
話
が
あ
っ
た
。
正
木
直
彦
は
『
十
三
松
堂
日
記
』

こ
、

t
 

と
記
さ
れ
て
お
り
、

十
月
二
十

四

日

火

曜

日

朝

倉

文

夫

来

訪

イ
よ
り
将
来
し
た
る
古
銅
タ
ソ

。ハ
ッ
シ
ー
レ
を
學
校
参
考
品
と
し
て
購
入
の

こ
と
を
決
定
す
〔
下
略
〕

と
も
あ
る
。

朝
倉
は
実
兄
渡
辺
長
男
が
井
上
馨
銅
像
製
作
を
受
託
し
た
際
に
そ
の
原
型
製

作
を
担
当
し
た
が
、
製
作
中
に
友
人
か
ら
南
洋
探
検
隊
参
加
に
誘
わ
れ
、
井
上

馨
の
援
助
を
受
け
て
明
治
四
十
四
年
二
月
二
日
に
出
発
。
ボ
ル
ネ
オ
、
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
、
ジ
ュ
パ
ン
、
ジ
マ
シ
ャ
等
に
滞
在
し
て
同
年
九
月
二
十
七
日
に
帰
国

し
た
。

『
東
京
美
術
学
校
校
友
会
月
報
』
第
十
巻
第
四
号
に
は
右
の
創
立
記
念

日
に
お
け
る
講
話
の
筆
記
を
多
少
布
桁
し
た
内
容
の
「
南
洋
の
話
」
と
朝
倉
が

持
ち
帰
っ
た
工
芸
品
お
よ
び
南
洋
風
俗
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

談
あ
り

に
し
て
技
巧
の
妙
を
見
る

ま
た
、

睛

同
氏
ボ
ル
ネ
オ
ブ
ル
ナ

餘
興
と
し
て
橘
流
筑
前
琵
琶

松
林
伯
知
の
講
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